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目的：アイデアを通して人のつながりを作る

自分たちの手で日本の当たり前を作っていく

媒体：携帯アプリ

・携帯電話は最も身近で手軽な媒体

・多くの人が携帯電話を通してこのアプリを使うことで、

文化レベルでの協働社会の実現が可能

ホーム画面：アイデアの提案者・募集者の選択

検索エンジン

業界・業種別のアイコン
（右図のようにSDGsで分けると社会課題の意識付け
につながる）

「Make Japan」
ー協働社会を実現するためのプラットフォームー

※イメージ

売る 買う
アイデア
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使用方法と実現までの流れ

協働社会の実現

日常生活の中から生まれたアイデアを提供

アポイント

実現させたい分野のアイデアを募集

アイデアを提供

プロジェクトチームの形成・アイデアの実現

一般市民
民間企業等
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こうしたらもっと
使いやすいのでは…

Make Japan

アイデアを提案

採用・アポイントを取る プロジェクトチーム
の形成・進行

学生

具体例（提案側）

アイデアの実現
社外での人間関係の構築

我が社で
採用・実現したい！

閲覧

企業など
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新しいエネルギー
開発がしたい

Make Japan

募集をかける

アイデアを応募

採用・アポイントを取る プロジェクトチーム
の形成・進行

学生会社員主婦

具体例（募集側）

アイデアの実現
社外での人間関係の構築

企業など


